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柞
田
川
の
源
流

　
雲
辺
寺
山
仰
ぐ

　
　
山
の
辺
の
里
に

　
　
　
　
響
く
水
車
の
音

大野原町の五郷地域に

30 基以上あった水車は、

昭和 40 年頃には姿を消し

ました。「五郷里づくりの

会」は、五郷の歴史や文化

を後世に残したいとの思い

から、五郷活性化のシンボ

ルとして、平成 25 年に水

車を復活させました。材料

は地元の木を利用して、県

補助金と賛同してくれる

方々からの寄付で建てるこ

とができました。水車小屋

で精米したり、石臼でそば

を挽き、隣の東屋でイベン

トができるようにしまし

た。今では、水車小屋と東

屋は地域の憩いの場になっ

ています。

（五郷里づくりの会）

五郷の水車
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

動
量
で
誰
で
も
直
ぐ
に
で
き

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
。

さ
ぁ
、
仲
間
に
な
ろ
う
‼

『
輪
』
と
『
和
』

　
　
　
　

大
切
に

観
音
寺
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

阪
上
　
耕
造

昨
年
は
、
多
く
の
自
然
災

害
が
全
国
で
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

さ
て
、
先
の
市
老
連
総
会

に
お
き
ま
し
て
大
倉
前
会
長

の
後
を
受
け
、
会
長
の
大
役

を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

高
齢
社
会
が
進
展
す
る

過
去
最
多
１
２
６
名
参
加
、
仲
間
に
な
ろ
う

豊
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
長
　
合
田
　
久
夫

市
老
連
Ｇ
Ｇ
大
会
は
、
快

晴
無
風
、
芝
刈
り
後
１
週
間

の
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
。
来
場
す
る
と
お
決
ま
り

の
組
合
せ
掲
示
板
の
確
認
。

過
去
最
多
の
出
場
者
１
２
６

名
。
待
ち
時
間
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
そ
の
待
ち
時
間
で
会

話
や
笑
顔
が
生
ま
れ
、
次
回

も
同
組
に
な
り
た
い
と
の
声

も
聞
か
れ
、
交
流
が
深
ま
っ

市
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
よ
せ
て

中
、
市
老
連
で
は
、
健
康
づ

く
り
、
趣
味
、
文
化
や
学
習

な
ど
の
「
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
」
や
友
愛
、

奉
仕
、
伝
承
、
交
流
、
環
境

美
化
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の

「
地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会

活
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
寿
楽
」
に
載
っ
て
い
ま
す

よ
う
に
、
各
支
部
で
は
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
で
き
る
だ
け
参
加

し
交
流
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
お
互
い
つ
な
が

り
、
支
え
合
い
、
輪
と
和
を

大
切
に
す
る
楽
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

た
。
試
合
も
真
剣
な
中
に
も

楽
し
さ
あ
ふ
れ
て
行
わ
れ
、

結
果
は
左
記
の
通
り
。

今
、
高
齢
者
に
と
っ
て
怖

い
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
の
予
防

に
は
体
力
の
維
持
が
１
番
と

言
わ
れ
て
い
る
。
適
度
な
運

絶好の GG 日和

第14回大会（H30.６.１）

優　勝 大西　節子（豊浜）

準優勝 斎藤　和雄（上之段）

第３位 宝田　　健（豊浜）

第15回大会（H30.11.５）

優　勝 平岩　宗一（紀伊）

準優勝 横山　忠慶（柞田）

第３位 石村　卓夫（萩原）

最高齢賞
（第14回、第15回大会）

93歳 上杉　　弘（萩原）

84歳 桑城美智子（豊浜）

第14回は121人、第15回は126人参加
（敬称略）

総会の様子
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11
月
３
日
（
土
）
～
５

日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
大
会

観音寺チーム　代表　大西　泰匡

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
に
各
県

３
チ
ー
ム
、
香
川
県
代
表
と

し
て
観
音
寺
チ
ー
ム
は
、
女

性
３
人
男
性

３
人
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク

は
５
人
の
う

ち
、
女
性
を

２
名
以
上
、

70
歳
以
上

を
１
人
以
上

の
出
場
が
必

須
）
で
参
加
。
会
場
の
高

岡
ス
ポ
ー
ツ
コ
ア
は
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
と
し

て
の
天
然
芝
の
た
め
、
距

離
感
で
苦
労
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
女
性
の
す
ば

ら
し
い
作
戦
に
よ
り
善
戦

し
ま
し
た
が
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
は
進
め
ず
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

平
均
年
齢
75
歳
以
上
（
67

歳
～
85
歳
）
で
も
、
敗
戦

後
の
夜
の
反
省
会
で
は
前

向
き
に
こ
れ
か
ら
の
練
習

や
県
大
会
予
選
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

自
分
も
含
め
、
メ
ン

バ
ー
は
こ
の
頭
を
使
う
ス

ポ
ー
ツ
を
当
分
や
め
ら
れ

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

30
年
度
か
ら
年
２
回
開
催
！ 

　
　
　
　
ペ
タ
ン
ク
の
普
及
を
目
指
し
て

全国大会へ再挑戦
体と頭を使って大健闘！

平
成
17
年
に
観
音
寺
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
発
足
記
念

と
し
て
始
め
ら
れ
た
ペ
タ
ン

ク
交
流
大
会
が
、
今
年
度
か

ら
４
月
と
９
月
の
年
２
回
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。健

康
・
長
寿
・
幸
福
を
モ
ッ

ト
ー
と
し
た
、
観
音
寺
市
ペ

タ
ン
ク
協
会
と
し
て
、
市
老

連
会
員
相
互
の
親
睦
、
楽
し

み
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
、

そ
れ
が
皆
様
の
健
康
寿
命
増

進
に
繋
が
る
喜
び
を
、
大
変

喜
ば
し
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。現

在
観
音
寺
市
ペ
タ
ン
ク

協
会
は
、
約
３
５
０
人
の
会

員
数
の
も
と
、
市
内
だ
け
で

年
間
10
数
回
の
各
種
大
会
を

開
催
し
、
ま
た
そ
の
大
会
を

励
み
に
、
各
地
区
ペ
タ
ン

ク
コ
ー
ト
で

日
々
の
練
習

を
積
み
重
ね

な
が
ら
、
地

域
の
交
流
、

親
睦
を
深
め

て
い
ま
す
。

第 3 １回 ねんりんピック富山

子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま

で
、
簡
単
で
気
軽
に
始
め
ら

れ
る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す

の
で
、
興
味
あ
る
方
の
新
規

入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

観音寺チーム

市
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

結
果
報
告

第58回大会（H30.４.９）

優　勝 豊浜Ｂ
準優勝 井関
第３位 上之段Ａ
第59回大会（H30.10.２）

優　勝 井関
準優勝 中姫
第３位 豊浜Ａ

第
14
・
15
回
市
老
連
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

第14回大会（H30.4.１0）
74チーム231名参加

優　勝 モンブラン

準優勝 たんぽぽ

第３位 りんどう

第15回大会（H30.9.13）
66チーム199名参加

優　勝 トヨタハイエース

準優勝 白山

第３位 トキワＣ

30年度から年２回開催

第 15 回大会 優勝トヨタハイエースチーム
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走って、投げて
　　　９０６名が楽しむ

世代ふれあいスポーツ大会 豊
浜
支
部

道溝森会長の選手宣誓

キックボール

フラフープでゴー

輪投げ

パン食い競走

玉入れ
ぴん倒し

スプーンリレー

平成 30 年 10 月 21 日（日）、豊浜小学校体
育館で世代ふれあいスポーツ大会を開催しまし
た。３世代総勢９０６名が走って、投げて、協
力してキックボールやパンツでデートなどの
10 競技を楽しみました。

また、大会ではチビっ子パワーに圧倒された
り、刺激を受けたり。地域が家族となったすば
らしい一日になりました。

当日の準備や駐車場整理などお世話いただき
ました皆様ありがとうございました。
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本
町
長
寿
会
は
、
昨
年
よ

り
自
治
会
の
協
力
の
も
と
、

誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
、
カ
ラ

オ
ケ
を
始
め
ま
し
た
。
月
２

回
、
第
２
と
第
４
木
曜
日
午

後
１
時
半
か
ら
４
時
ま
で
公

民
館
に
集
ま
り
、
長
寿
会
・

同
好
会
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
論
語
」
の
名
句
に
「
朋

あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、
ま
た

楽
し
か
ら
ず
や
」
同
じ
自
治

会
に
住
ん
で
い
な
が
ら
対
話

す
る
機
会
が
な
い
今
日
で

す
。港

町
長
寿
会
は
、
自
治
会

館
を
お
借
り
し
て
、
２
か
月

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
「
ふ
れ

参
加
者
は
約
20
名
程
で
会

費
は
２
０
０
円
。
お
茶
菓
子

と
少
々
の
ア
ル
コ
ー
ル
も
用

意
し
て
気
分
は
上
々
。
会
を

重
ね
る
ご
と
に
親
近
感
も
高

ま
り
ま
す
。
歌
う
も
よ
し
、

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

１
月
は
新
年
会
と
し
て
、

甘
酒
で
乾
杯
し
、
あ
と
は
、

「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
で
親
交

を
深
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
サ
ロ
ン
は
、
前
半
は
観

音
寺
市
の
「
出
前
講
座
」
を

活
用
、
後
半
は
最
近
の
世
相

等
を
活
用
し
た「
頭
の
体
操
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
平
均
30
名
前

後
、
会
費
は
１
０
０
円
で
、

弁
当
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

みんなおいでや！おもしろいで！

聴
く
も
ま
た
よ
し
お
互
い
歌

を
通
し
て
笑
顔
で
ふ
れ
あ
う

時
間
は
、
心
が
和
み
、
自
然

と
元
気
が
貰
え
ま
す
。
今
後

も
、
長
寿
会
の
憩
い
の
場
と

し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
達

と
共
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

歌
う
人
も
歌
わ
な
い
人
も

大
歓
迎
！ 

隣
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
て
一
緒
に
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

６
つ
の
班
長
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
交
換
し
な
が
ら
今
後
の

高
齢
社
会
を
”活
き
活
き
“と

過
ご
す
た
め
に
、
ま
だ
、
参

加
さ
れ
て
い
な
い
方
々
の
参

加
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

皆さんが歌手です！

今年のはり絵いかが

ですか？かわいいで

しょ！

干支のはり絵に熱中

笑顔あふれる活動を紹介

本
町
長
寿
会

　
　
合
田
　
愛
子

港
町
長
寿
会

　
　
高
森
　
直
二

笑
顔
と
元
気
を
！

“
活
き
活
き
”
と
！

カ
ラ
オ
ケ

い
き
い
き
サ
ロ
ン



　  平成31年３月　　（6）第４号 観 音 寺 市 老 連

私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

ラケットレース

銭形踊り協力一致

ラジオ体操

なかよく二人で
ルンルン

ドリブル競走

観
音
寺
支
部

第 43 回 観音寺支部スポーツ大会

５２２名参加
協力プレーで優勝目指す

10
月
25
日
（
木
）、
観

音
寺
市
立
総
合
体
育
館
で

５
２
２
名
が
参
加
し
、
観

音
寺
支
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

健
康
の
維
持
増
進
の
た

め
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
一

番
。
ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
や

ペ
タ
ン
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
競
技
に
、
気
持
ち
よ
い

汗
を
か
き
な
が
ら
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。
次
回
も
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

山！川！
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南
寿
楽
会　

筒
井
　
光
男

公民館前を清掃

立派な門松でお出迎え

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン

駅
前
に
門
松
た
て
て
お
正
月

剪
定
作
業
も

　
　
　
お
任
せ
！

観
音
寺
西
地
区
で
は
季
節

の
行
事
を
通
じ
、
地
域
の
保

育
園
児
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
１
つ
で
あ
る
秋
の

ち
ょ
う
さ
祭
り
の
太
鼓
台
の

練
習
、「
ち
ょ
う
さ
ご
っ
こ
」

が
10
月
24
日
（
水
）
観
音
寺

保
育
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

掛
け
声
や
太
鼓
の
叩
き
方

を
教
わ
る
園
児
達
の
真
剣
な

表
情
、
手
作
り
の
ち
ょ
う
さ

を
一
生
懸
命
引
っ
張
る
姿
に

自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
伝

統
文
化
が
脈
々
と
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

壮
年
部
が
中
心
と
な
り
、

駅
の
利
用
者
や
帰
省
す
る
方

に
気
持
ち
良
く
、
そ
し
て
正

月
気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
駅
周
辺
の
清
掃
と

駅
前
に
門
松
を
設
置
す
る
こ

と
が
毎
年
の
恒
例
と
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
で
６
回
目
を

ち
ょ
う
さ
ご
っ
こ

清
掃
と
門
松
設
置

奉
仕
作
業
（
清
掃
）

柞
田
老
人
ク
ラ
ブ
は
「
福

寿
会（
男
性
）」２
４
０
人「
洗

心
会
（
女
性
）」
１
７
２
人

の
会
員
を
有
し
て
い
ま
す
。

活
動
項
目
の
う
ち
、
奉
仕

作
業
を
隔
月
に
柞
田
公
民
館

敷
地
内
と
周
辺
通
路
の
清
掃

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
中
に
「
剪せ
ん
て
い定
」
を
得
意
と

し
て
い
る
仲
間
も
お
り
、
周

辺
の
環
境
美
化
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

柞
田
老
人
ク
ラ
ブ

	

大
西
　
敏
章

壮
年
部　

副
部
長　

香
川
　
康
弘

数
え
ま
す
。

菰こ
も

を
巻
い
た
桶
に
松
竹
梅

を
差
し
、
難
を
転
じ
て
福
と

な
す
と
言
わ
れ
る
南
天
を
添

え
、
足
元
に
葉
ボ
タ
ン
を
植

え
て
完
成
。
口
で
言
う
の
は

簡
単
で
す
が
、
材
料
集
め
か

ら
始
ま
り
、
重
た
い
竹
を

切
っ
て
運
ん
だ
り
、
加
工
し

た
り
す
る
作
業
が
年
々
大
変

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
年
度
は
今

ま
で
で
１
番
立
派
な
門
松
が

完
成
し
、
平
成
最
後
の
記
念

と
な
り
ま
し
た
。



　  平成31年３月　　（8）第４号 観 音 寺 市 老 連

私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

10
月
16
日
（
火
）、
萩
の
丘

公
園
多
目
的
広
場
に
お
い
て
87

名
参
加
の
も
と
、
第
２
回
三
楽

ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
日
頃
の
成

果
を
発
揮
し
、
巧
み
な
ク
ラ
ブ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
狙
う
意
気
揚
々
の

選
手
た
ち
の
姿
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

か
ね
て
よ
り
会
員
か
ら
の

熱
烈
な
三
楽
ク
ラ
ブ
で
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

の
開
催
希
望
を
受
け
、
一
昨

年
第
１
回
大
会
を
開
催
。
今

年
度
か
ら
年
２
回
の
開
催
予

定
に
な
り
ま
し
た
。

大
野
原
支
部

や
っ
ぱ
り
体
を

　
　
　
　
動
か
さ
な
き
ゃ
！

第
２
回 
三
楽
ク
ラ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

最高齢は95歳
アクティブシニア集う

第 17 回　三楽クラブ運動会
10
月
25
日
（
木
）、
大
野

原
会
館
で
会
員
４
４
８
名
が

参
加
し
、
第
17
回
三
楽
ク
ラ

ブ
運
動
会
を
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。　

山
下
副
会
長
に
よ
る
開
会

宣
言
と
、
茨
木
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
毎
年
恒
例
の
運

動
会
に
参
加
さ
れ
る
85
歳
以

上
の
方
に
高
齢
参
加
者
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
24

最初が肝心だが ･･･ 転がる

風船が割れないように、そぉっと ･･･揺れるパンに悪戦苦闘

芝が深くて難しい！

名
で
最
高
齢
参
加
者
は
95
歳
で

し
た
。

競
技
は
全
10
種
目
あ
り
、
輪

投
げ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
玉
入
れ

競
走
、
ペ
タ
ン
ク
の
４
種
目
で

得
点
を
競
い
、
優
勝
は
上
之
段

地
区
で
し
た
。

競
技
の
合
間
の
お
し
ゃ
べ
り

も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
笑
顔

満
開
の
楽
し
い
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

いつまでもお元気で！



（9）　  平成31年３月 第４号観 音 寺 市 老 連

私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

５
月
27
日
（
日
）
晴
天
の
下
、

大
野
原
中
学
校
運
動
会
「
玉

入
れ
競
技
」
に
８
地
区
よ
り

１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

入
場
門
で
の
人
数
確
認
後
、

競
技
開
始
ま
で
の
ひ
と
と
き
を

中
学
生
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
楽
し
み
、
気
分
も
軽
や
か
に

な
り
ま
し
た
。

玉
入
れ
競
技
が
始
ま
る
と
、

５
月
17
日
（
木
）、
第
57
回

三
楽
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
勤

労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
音
楽
室
で

開
催
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
香
川
県

交
通
安
全
教
育
推
進
隊
の
竹
内

孫
た
ち
よ
、
見
よ
！

大
中
運
動
会

春雨の風情と美観楽しむ
研修旅行

交通安全を
　見つめなおす

総会＆高齢者交通事故防止教室

ひとりひとりが
　　気をつけなければ

食事会で親睦をはかる

雨の桜も趣きがあります

パワーをお披露目

氏
を
講
師
に
迎
え
、
高
齢
者
交

通
安
全
教
室
を
開
催
。
夜
間
外

出
時
は
明
る
い
服
装
で
反
射
材

を
つ
け
る
こ
と
な
ど
学
び
ま
し

た
。

４
月
６
日
（
金
）
会
員

１
２
３
名
が
広
島
県
三
次
市
へ

研
修
旅
行
に
で
か
け
ま
し
た
。

例
年
の
こ
と
な
が
ら
お
天
気

と
桜
の
開
花
状
況
を
心
配
し
な

が
ら
の
道
中
で
し
た
。
予
報
は

･･･

雨
。
や
は
り
今
回
も
期
待

を
裏
切
ら
ず
バ
ス
が
三
次
イ
ン

タ
ー
に
着
く
と
同
時
に
、
大
粒

の
雨
が
降
り
出
し
、
傘
の
手
放

せ
な
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
は
車
窓
か
ら
約
９
キ
ロ

に
わ
た
る
美
波
羅
川
千
本
桜
を

楽
し
み
ま
し
た
。

「
孫
た
ち
よ
、
昔
取
っ
た
杵
柄
、

華
麗
な
玉
入
れ
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

見
よ
！
」
と
ば
か
り
に
張
り
切

り
ま
し
た
。



　 平成31年３月　（10）第４号 観 音 寺 市 老 連

■第25回大会
平成31年１月17日（木）・18日（金）

◆将棋の部（17日）
優　勝	 Ａ級　岡田　繁満（柞田町）
	 Ｂ級　大倉　利夫（高屋町）
　	 Ｃ級　喜司　正義（村黒町）
準優勝	 Ａ級　中須賀正久（琴浪町）
	 Ｂ級　安藤　明貞（室本町）
	 Ｃ級　鴨井　　孝（池之尻町）
◆囲碁の部（18日）
優　勝	 Ａ級　松本　佳和（柞田町）
	 Ｂ級　秋山　喜彦（大野原町）
準優勝	 Ａ級　岡田　繁満（柞田町）
	 Ｂ級　大倉　利夫（高屋町）
第３位	 Ａ級　大久保輝夫（粟井町）
	 Ｂ級　兼松　政人（植田町）

■第14回観音寺市老人クラブ連合会総会
平成30年５月24日（木）

◆感謝状
　村上　澄

■第60回四国老人クラブ大会
平成30年８月１日（水）

◆老人クラブ功労者
　大倉　利夫

■ぼちぼちクラブ香川みんなの集い
（第35回香川県老人クラブ大会）

平成30年11月15日（木）
◆老人クラブ功労者
　白石　悦子、大西　博泰、高森　直二

◆優良老人クラブ（団体の部）
　小山三楽クラブ（森　宗義）

◆プラス５人作戦達成クラブ表彰
　柞田洗心会甲　（大西トシ子）
　五郷第一クラブ（藤岡　　修）
　萩原第一クラブ（中野　修宏）
　萩原第二クラブ（矢野　正典）
　花稲第二クラブ（入江　利廣）

■第24回大会
平成30年８月22日（水）・28日（火）

◆囲碁の部（22日）
優　勝	 Ａ級　岡田　繁満（柞田町）
	 Ｂ級　秋山　喜彦（大野原町有木）
準優勝	 Ａ級　福田　久和（流岡町）
	 Ｂ級　津田　一昌（柞田町）
第３位	 Ａ級　松本　佳和（柞田町）
	 Ｂ級　大広　精一（豊浜町和田）
◆将棋の部（28日）
優　勝	 Ａ級　中須賀正久（琴浪町）
	 Ｂ級　末武　春男（出作町）
	 Ｃ級　藤井　賢一（新田町）
準優勝	 Ａ級　星川富士夫（豊浜町和田）
	 Ｂ級　山路　冨次（流岡町）
	 Ｃ級　鴨井　　孝（池之尻町）

市
老
連
女
性
委
員
会

料
理
や
手
芸
で
話
も
弾
む

女
性
委
員
会
で
は
、
年
に

２
回
の
役
員
会
や
様
々
な
活

動
で
顔
を
合
わ
せ
、
話
が
弾

み
元
気
に
な
り
ま
す
。

料
理
教
室
で
は
、
料
理
の

話
を
し
な
が
ら
も
手
際
よ
く

調
理
を
行
う
あ
た
り
は
さ
す

が
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
。
料
理
を

味
わ
い
な
が
ら
世
間
話
に
花

が
咲
き
、
楽
し
い
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

す
。手

芸
教
室
で
は
毎
年
恒
例

に
な
っ
て
い
る
干
支
の
色
紙

作
り
。
今
年
度
は
色
紙
の
上

を
作
り
手
の
よ
う
に
優
し
い

イ
ノ
シ
シ
や
か
わ
い
い
イ
ノ

シ
シ
、
う
り
坊
が
駆
け
回
っ

て
お
り
、
興
味
深
か
っ
た
で

す
よ
。
皆
さ
ん
も
イ
ノ
シ
シ

に
負
け
な
い
よ
う
、
楽
し
く

元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い

ね
。最

後
に
、
県
が
推
奨
し
て

い
る
「
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
体
操
」
を
み
ん

な
で
集
ま
っ
た
時
に

始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

女性委員会の料理教室

表彰式の様子

（敬称略）

委
員
長　

二
神
　
保
子

【
提
案
】
第
60
回
四
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
は
い
れ
ま
す
か
？
　
県
老
連
前
副
会
長
と
し
て
大
倉
利
夫
様
受
賞

囲碁・将棋大会　結果

受賞おめでとうございます
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【
短
歌
】 

歌
壇

記
憶
な
き
生
ま
れ
し
韓
の
山
里
を
考
は
月
夜
に
語
り
呉
れ
た
り

柞
田
町
　
横
山
　
文
雄

リ
ハ
ビ
リ
を
し
ぶ
る
夫
と
朝
な
さ
な
蔭
置
く
道
を
選
り
て
歩
き
ぬ

柞
田
町
　
新
居
み
ち
よ

膝
痛
く
正
坐
出
来
ね
ば
断
り
て
け
ふ
の
通
夜
は
椅
子
に
て
侍
る

瀬
戸
町
　
横
山
　
敦
子

百
萬
べ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
言
い
た
き
気
分
ひ
と
さ
ま
の
手
に
な
る
朝
食
を
前
に

大
和
町
　
井
上
　
洋
子

「
ト
ー
ト
ト
」
と
夕
べ
鶏
ら
を
小
屋
に
呼
ぶ
母
の
声
す
る
よ
う
な
夕
焼
け

柞
田
町
　
向
井
富
美
子

二
階
ま
で
喘
ぎ
上
れ
ど
用
忘
れ
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
声
出
し
下
り
る

粟
井
町
　
宮
本
　
靖
子

わ
れ
を
は
も
忘
る
る
勿
れ
と
言
わ
ぬ
が
に
越
し
た
る
孫
の
ク
レ
ヨ
ン
自
画
像

豊
浜
町
　
佐
野
　
　
仁

【
俳
句
】

秋
澄
む
や
杭
千
本
の
港
見
ゆ	

伊
吹
町
　
久
保
カ
ズ
子

す
す
き
活
く
る
女
の
指
の
細
さ
か
な	

植
田
町
　
佐
川
み
よ
子

薄
雲
空
よ
り
冬
の
来
り
け
り	

栄
町
　
　
西
岡
　
幸
子

天
辺
に
乱
心
の
ご
と
鵙
猛
る	

豊
浜
町
　
大
野
　
領
子

冬
に
入
る
寺
鎮
も
り
の
燭
ひ
と
つ	

植
田
町
　
兼
松
ま
さ
と

仲
間
と
の
会
話
で

元
気
な
１
０
０
歳
目
指
す

「
笑
顔
の
写
真
は
撮
ら
ん

と
い
て
」
が
第
１
声
。
20
歳

近
く
歳
の
離
れ
た
チ
ー
ム

メ
イ
ト
に
歯
の
抜
け
た
口

元
を
心
配
さ
れ
た
と
の
冗

談
で
場
の
雰
囲
気
を
和
ま

せ
て
く
れ
る
の
は
大
野
原

町
の
藤
川
英
雄
さ
ん
94
歳
。

趣
味
の
ペ
タ
ン
ク
は
10

年
前
に
友
人
か
ら
誘
わ
れ

て
始
め
、
60
の
手
習
い
な
ら

ぬ
80
の
手
習
い
。
現
在
も
練

習
や
地
元
の
大
会
に
参
加

し
て
日
々
腕
を
磨
い
て
い

る
そ
う
で
、
週
１
回
の
練
習

で
は
、
ボ
ー
ル
を
持
つ
時
間

よ
り
、
仲
間
と
話
す
時
間
の

方
が
長
く
、
そ
れ
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
の

は
こ
こ
だ
け
の

話
。自

慢
は
90
歳

の
時
に
第
10
回

大
野
原
ペ
タ
ン

ク
同
好
会
大
会

で
準
優
勝
し
た

こ
と
。
投
球
時
は
歯
が
見
え

る
こ
と
の
な
い
真
剣
な
表

情
が
と
て
も
印
象
的
だ
。

健
康
の
秘
訣
は
特
に
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
も

車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
、
米
や
野
菜
を

育
て
、
仲
間
と
の
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず

生
活
す
る
こ
と
が
健
康
の

秘
訣
で
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。こ

れ
か
ら
の
目
標
は
、
自

由
に
さ
せ
て
く
れ
る
家
族

や
変
わ
ら
ず
接
し
て
く
れ

る
仲
間
に
感
謝
し
つ
つ
、
兄

や
母
親
よ
り
長
生
き
を
す

る
こ
と
。
そ
う
笑
顔
で
語
る

口
元
も
す
て
き
で
す
よ
。
目

指
せ
１
０
０
歳
。

寿楽訪問 vol.4

　

「
寿
楽 

観
音
寺
」
も
第
４
号

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

市
老
連
に
係
わ
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
趣
味
や
哲
学
・
健
康

観
・
生
き
方
、
各
地
域
の
同
好

会
の
文
化
・
学
習
活
動
に
関
す

る
報
告
と
建
設
的
な
ご
提
案

等
々
、
素
晴
ら
し
い
記
事
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

原
稿
を
ご
執
筆
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
、
編
集
の
労
を
お
と

り
く
だ
さ
い
ま
し
た
委
員
の

方
々
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

（
会
報
紙
編
集
委
員
会
）

委
員
長

　

片
山　

和
幸

委　

員
阪
上　

耕
造
・
高
田
宏
一
郎

茨
木　

大
・
佐
伯　

文
男

二
神　

保
子

　この度、「寿楽 観音寺」の発行に
あたりまして、広告掲載のご協力を
賜り、誠にありがとうございました。
今後とも末永きご支援をお願い申
し上げます。
� 【観音寺市老人クラブ連合会】

スポンサーへの御礼 編
集
後
記

じゅらく広場

藤川　英
ふ さ お

雄さん
大正 13 年生まれ

大野原町在住



■｢市老連だより® ｣この広報紙は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています。
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

「寿楽 観音寺」は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています

私
た
ち
観
音
寺
支
部
女
性

委
員
会
の
活
動
は
、
総
会
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
新
年
会
等

の
行
事
の
運
営
や
、
施
設
訪

問
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
奉
仕
活
動
が
あ
り
ま

す
。
女
性
な
ら
で
は
の
気
配

り
や
心
配
り
が
必
要
な
場
面

も
多
く
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
40
名
程
度
の
参
加

者
や
頼
り
に
な
る
先
輩
達
に

支
え
ら
れ
、
月
１
回
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
が
推
奨
す

る
い
き
い
き
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
し
た
後
、
参
加
者
の
希
望

に
沿
っ
て
企
画
し
た
運
動
や

ゲ
ー
ム
、
脳
ト
レ
や
コ
ー
ラ

ス
等
に
加
え
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
等
の
季
節
の
行
事
、
お
手

玉
や
す
ご
ろ
く
等
の
昔
な
が

ら
の
遊
び
を
毎
回
参
加
者
が

楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
毎

月
こ
こ
に
来
る
の
が
楽
し

み
」「
こ
こ
に
は
元
気
を
も

ら
い
に
来
て
い
る
」
等
、
喜

び
や
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
、

私
た
ち
の
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

活
動
の
合
間
の
女
子
会
で

は
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を

片
手
に
気
心
の
知
れ
た
参
加

者
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
談
笑
し
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
、
笑
い
声
い
っ

ぱ
い
の
１
時
間
半
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
１

度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

思わず体が反応、風船バレー

クリスマス会で東京ブギウギに合わせて踊りを披露

いきいきクラブ体操で体をほぐします

観
音
寺
支
部
女
性
委
員
会

元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
を
お
届
け

観
音
寺
支
部
女
性
委
員
会　

委
員
長　

白
石　

悦
子

場
所
：
老
人
憩
の
家
（
有
明
町
）

日
時
：
第
３
水
曜
日　

10
時
～
11
時
半


